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山形大学「つなぐちから。」　社会共創活動推進プロジェクト
実施報告書

報告者名

連携して活動を行った
プラットフォーム加盟機関名

山形市

団体名

小幡　圭祐

活動名
「山形五堰」まちあるきマップの作成

氏名 所属

　　　　　活動報告

≪活動内容≫
　山形市農村整備課から1818年に書かれたとされる江戸時代の「山形五堰」の地図データを提供い
ただくとともに、山形大学附属博物館が所蔵する明治時代以降の「山形五堰」の流路がわかる地図を
デジタル化し、いずれも同館が作成するデジタルアーカイブ「山形アーカイブ」に掲載した。さら
に、山形大学附属博物館と包括連携協定を締結している合同会社AMANE（https://amane-
project.jp/）と、古地図ビューアライブラリ「Maplat」を開発した「Code for History」
（https://code4history.dev/）、山形大学の学生サークル「まちの記憶を残し隊」の協力のもと、
現在の地図と過去の地図の比較がウェブ上で可能となる地図アプリを作成した。さらに「山形五堰」
の周知と地図アプリの利用の普及を図るため、山形大学附属博物館と山形まちづくり株式会社が共催
するイベント「ななはく！」にて、地図アプリを使用したまちあるきツアーを実施した。
≪実施した効果≫
　2023年9月17日に実施した「山形五堰」まちあるきツアーには市民7名の参加があり、「山形五
堰」まちあるきマップを活用して「山形五堰」のスポットを巡った。ツアーは大変盛況だったため、
その後も山形まちづくり株式会社の主催で、11月26日に「まち歩き～御殿堰と鳥居忠政公～」を企
画し、「山形五堰」の一つである御殿堰のスポットを巡るツアーを実施した。3月30日にも八ヶ郷堰
のツアーを実施予定であり、次年度も継続して行われる見通しである。
　また、プロジェクト中の2023年11月7日には、「山形五堰」が世界かんがい施設遺産に登録され
た。山形市農村整備課は、このPR活動のために「山形五堰」の各所に設置する横断幕を作成したが、
横断幕には「山形五堰」まちあるきマップのQRコードが掲載された。今後も山形市のPR活動でも
「山形五堰」まちあるきマップ活用される見通しである。

　　団体名および構成員
※団体で活動を行った場合のみ記載
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次年度の計画について
次年度においては、「山形五堰」まちあるきマップに掲載する地図やスポットを増補するとともに、
「山形五堰」まちあるきマップを活用したまちあるきツアーを実施する予定である。また、今後は観
光や学校教育などへの活用も視野に入れている。

合計　　99,400

（内訳） (金額)

15,800円物品費

問い合わせ先：山形大学総務部総務課社会共創推進事務室
TEL：023-628-4615　MAIL：yu-shakaikyousou@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

(品名･使途 他)

資料撮影一式

　   １　この報告書はA4版表裏1枚以内で作成の上，メールに添付して提出してください。
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本事業へのご意見・要望

支援金の用途報告

活動に関するHPや情報がございました
ら、URLの添付をお願いいたします。

「山形五堰」まちあるきマップ：https://cherry.yum-archives.net/yamagata-goseki/
「ななはく！」：https://cherry.yum-archives.net/nanahaku/
「山形アーカイブ」：https://cherry.yum-archives.net/yamagata-archive/

本プロジェクトの申請金額は上限が10万円であったため、「山形五堰」まちあるきマップの作成や活
用策は金額の範囲内で検討・実施せざるを得なかった。さらなる機能の充実を図れるよう、申請金額
を増加や、プロジェクトに応じた柔軟な対応を検討いただきたい。

≪スケジュール≫
5月30日（火）　山形市との打ち合わせ。
9月1日（金）　地図の写真撮影。
9月14日（木）　　「ななはく！」前夜祭として「山形五堰」の関連地図と現在の地図の重ね合わせ
（マッピング）イベントを開催。
9月16日（土）　地図アプリの公開。
9月17日（日）「ななはく！」の関連イベントとして「山形五堰」まちあるきツアーを実施。
11月2日（木）　学長定例記者会見にて、まちあるきマップの作成を報告。

実施スケジュール


